
こんにちは！水道局です
～市民生活を未来まで支える上下水道～

水
道
事
業

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入と支出 ＝ 収益的収支 水道施設を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支

水道料金
110.2億円 水をつくり、

家庭などに送る費用
94.6億円

内部留保資金
（※注２）
60.5億円

施設の整備のために
借りる資金

14.9億円

施設の整備のために
借りた資金の返済

25.7億円

浄水場や配水管など
施設の整備費用

54.8億円

収入122.6億円 支出103.7億円＋純利益など18.9億円＝122.6億円 収入20.2億円＋内部留保資金60.5億円＝80.7億円 支出80.7億円

その他12.4億円
その他
0.2億円

補助金など
5.3億円

施設の整備のため
に借りた資金の利
子など

9.1億円

純利益14.1億円
（注※１）など

18.9 億円

公
共
下
水
道
事
業

家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入と支出 + 雨水に関する収入と支出 ＝ 収益的収支 下水道施設（汚水・雨水）を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支

汚水の補助金など
20.9億円

雨水に関する費用
（※注３）
24.8億円

汚水施設の整備のため
に借りた資金の返済

17.4億円

雨水施設の整備のため
に借りた資金の返済

13.2億円

下水道使用料
63.4億円

雨水に関する収入
24.8億円

収入109.1億円 支出103.９億円＋純利益など５.２億円＝109.1億円

汚水施設の整備のため
に借りる資金

16.3億円

汚水の補助金など
10.3億円

内部留保資金
（※注２）
23.0億円

収入48.9億円＋内部留保資金23.0億円＝71.9億円 支出71.9億円

汚水を集め、
きれいにする費用
73.5億円

汚水施設の整備費用
31.7億円

雨水に関する収入
22.3億円

雨水施設の整備費用
9.1億円

その他
0.5億円

施設の整備のため
に借りた資金の利
子など

5.6億円

純利益 3.1億円
（注※１）など

5.2 億円

新型コロナウイルス感染症の影響により、
水道料金・下水道使用料のお支払いが困難な方へ

新型コロナウイルスは水道水の安全性に影響はありません。
便乗したデマや悪質商法などにご注意ください

水道事業・公共下水道事業の予算（令和２年度）の概要
水道局は、公営企業として独立採算の原則に基づき、お客さまの水道料金・下水道使用料等を主な収入として、皆さまの生活を支える重要なライフラ
インである水道・公共下水道事業を運営しています。
今後とも、より一層の経営の効率化に取り組みながら、水道事業においては安全で良質な水の安定供給に、公共下水道事業においては良好な水環境と
快適な生活環境の確保、浸水地域の解消などに努めていきます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、水道料金・下水道使用料のお支払いが困難な方は、お支払い猶予等のご相談に応じますので、お客様料金
センターへお問い合わせください。 【水道局お客様料金センター　TEL：８１２-６１７１】

新型コロナウイルスなどのウイルスに対しては、塩素による消毒の効果が高いとされております。鹿児島市水道局では、適正な浄水処理及び塩素消
毒を徹底しておりますので、水道水の安全性に影響はありません。安心してお使いください。 【配水管理課　TEL：２３８-２５５５】

※注１…純利益のみ税抜きで、その他は税込みです。
※注２…資本的収支において収入が支出に対して不足する額は、減価償却費等により生じる内部留保資金で補填しています。
※注３…雨水に関する費用は、雨水に関する収入（公費）で全て賄われています。

○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。水道・公共下水道・工業用水道事業の予算については、
　ホームページでも公表しています。 【経営管理課　TEL：２１３-８５０６】

安心・安全でおいしい水をお届けするために～水道水の水質検査結果～
鹿児島市の水道水は、検査の結果、水質基準に全て適合しており、安全で良質な水道水であることが確認されています。
安心してお飲みください！
水質基準は、国が定めた水道水の品質に関する基準で、生涯飲み続けても人の健康に影響がない、安全性を十分考慮した数値です。
※水質検査の結果及び検査計画の詳細は水道局ホームページで公表しています。 【配水管理課　TEL：２３８-２５５５】
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